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野
菜
・
花
き
販
売
の
実
績

冬
場
の
長
い
本
町
で
は
、
四
季

を
通
じ
て
仕
事
が
で
き
る
畜
産
に

比
べ
、
耕
種
農
家
は
限
ら
れ
た
一

定
の
期
間
で
作
物
を
育
て
収
穫

し
、
収
益
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

天
候
が
作
物
の
生
育
状
況
を
左

右
す
る
こ
と
が
多
く
、
市
場
の
販

売
価
格
も
絶
え
ず
変
動
し
、
産
地

間
の
競
争
も
激
化
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
の
野
菜
販
売
農

家
は
、
百
四
十
八
戸
。
販
売
額
別

で
み
る
と
、
五
十
万
円
以
下
が
九

十
五
戸
と
最
も
多
く
、
三
百
万
円

以
上
は
十
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

花
き
農
家
販
売
戸
数
は
、
三
十

六
戸
で
、
五
十
一
万
円
か
ら
百
万

円
以
下
が
十
二
戸
と
最
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

野
菜
の
精
算
実
績
（
Ｊ
Ａ
新
岩

手
鐚
巻
中
央
支
所
、
平
成
十
七
年

十
一
月
末
現
在
実
績
）
で
は
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
が
一
番
多
く
、
約
九

千
万
円
。
次
い
で
ダ
イ
コ
ン
が
約

六
千
七
百
万
円
、
小
菊
が
約
一
千

百
六
十
万
円
、
キ
ャ
ベ
ツ
約
一
千

百
五
十
万
円
な
っ
て
い
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
し
、
伸
び
て
い

る
品
目
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
ダ
イ
コ

ン
、
春
菊
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
町

の
推
奨
品
目
に
も
な
っ
て
い
る

「
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
」
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

町
が
目
指
す
農
業
の
方
向

農
家
の
後
継
者
不
足
や
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
が
加
速
し
、
農
業

の
生
産
活
動
の
停
滞
や
農
地
な
ど

の
資
源
の
保
全
管
理
、
環
境
と
の

調
和
な
ど
農
業
が
も
つ
多
面
的
な

機
能
の
発
揮
に
支
障
が
生
じ
る
事

態
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
農
業

を
振
興
す
る
た
め
に
、
育
成
し
て

い
く
経
営
体
と
集
落
営
農
と
し
て

集
団
で
取
り
組
ん
で
い
く
経
営
体

の
明
確
化
を
行
い
、
生
産
基
盤
の

整
備
・
農
地
の
流
動
化
を
促
進
し

な
が
ら
、
限
ら
れ
た
農
地
を
有
効

に
活
用
し
、
生
産
性
や
収
益
性
の

高
い
魅
力
あ
る
農
業
の
確
立
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
夫
婦
や
グ

ル
ー
プ
、
雇
用
に
よ
る
取
り
組
み

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
農
業
に

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
た

ち
に
、
農
業
の
魅
力
な
ど
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
と
い
う

秀
長
さ
ん
が
都
内
の
銀
行
を
辞
め

て
、
農
家
に
転
身
し
た
の
は
今
か

ら
九
年
前
の
こ
と
。
も
と
も
と
自

宅
の
屋
上
で
家
庭
菜
園
を
や
っ
て

い
た
ほ
ど
の
園
芸
好
き
。
二
女
の

就
職
を
機
に
、
妻
勇
子
さ
ん
の
実

家
で
農
業
に
取
り
組
み
始
め
ま
し

た
。
最
初
は
、
試
行
錯
誤
の
連
続

で
、
花
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
分
か

ら
ず
、
橋
場
の
波
紫
福
子
さ
ん

(

69
歳
）
に
は
よ
く
教
え
て
も
ら

っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

「
農
業
の
良
さ
は
、
自
分
の
気

持
ち
次
第
で
予
定
が
立
て
ら
れ
る

こ
と
。
や
れ
ば
や
っ
た
だ
け
の
も

の
が
で
き
、
う
ま
く
出
来
た
と
き

の
喜
び
は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

途
中
に
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

最
後
の
楽
し
み
が
あ
る
か
ら
」
と

農
業
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

経
営
は
、
花
き
と
野
菜
を
中
心

に
、
町
が
推
奨
し
て
い
る
春
夏
ど

り
イ
チ
ゴ
や
果
樹
な
ど
種
類
は
豊

富
で
す
。
イ
チ
ゴ
の
栽
培
は
三
年

目
で
、
昨
年
の
最
高
値
は
一
パ
ッ

ク
千
円
。
本
格
的
に
や
ろ
う
と
す

れ
ば
、
春
先
と
秋
の
二
回
の
収
穫

が
可
能
と
の
こ
と
。

丹
精
込
め
て
作
っ
た
生
産
物
は

農
協
や
産
直
施
設
へ
出
荷
す
る
ほ

か
、
か
つ
て
の
同
僚
や
知
人
な
ど

約
八
十
軒
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

「
直
販
の
良
さ
は
、
消
費
者
の
生

の
声
が
聴
け
る
こ
と
。
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
農
業
で
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
き
た

い
。
こ
れ
か
ら
は
、
時
代
に
合
わ

せ
た
も
の
づ
く
り
を
す
る
必
要
が

あ
り
、
天
候
と
う
ま
く

付
き
合
え
ば
人
と
違
う

こ
と
が
で
き
ま
す
」
と

農
業
へ
の
興
味
は
限
り

な
く
続
き
そ
う
で
す
。

時
代
に
合
っ
た
農
業
を

亀
山
秀
長
さ
ん
（
61
歳
）・
勇
子
さ
ん
（
50
歳
）

星
　
野

イチゴの苗を定植する亀山さん夫妻

経営面積　
イチゴハウス３棟（400平方
㍍）、トルコギキョウ２棟
（260平方㍍）、リンドウ15㌃、
トウモロコシ25㌃、ヤマブ
ドウ15㌃、果樹（サクラン
ボ・桃・洋梨など）ほか

命
を
育
む
農
業
。
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要

な
食
料
を
生
産
す
る
人
間
の
根
幹
と
な
る
産
業

で
す
。
し
か
し
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
な
ど
に
よ
り
農
業
離
れ
が
進
み
、
遊
休
農

地
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

町
の
基
幹
と
な
る
酪
農
分
野
だ
け
で
な
く
、
畑

作
農
業
に
魅
力
を
感
じ
、
意
欲
を
も
っ
て
挑
戦

し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
な
が
ら
、
町
の
農
業
の
現
状
と
新
た

な
農
業
の
カ
タ
チ
を
探
り
ま
す
。

耕
す
耕
す

た
が
や

減
少
す
る
農
家
と
耕
地

本
町
の
農
家
数
は
、
年
々
減
少

し
、
平
成
十
七
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
に
よ
る
と
、
九
百
四
十
戸
。
そ

の
う
ち
、
専
業
農
家
は
百
九
十
六

戸
で
、
兼
業
農
家
は
四
百
七
十
四

戸
、
自＊

給
的
農
家
は
二
百
七
十
戸

と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
回
の
平
成
十
二
年
調
査
と
比

べ
る
と
、
農
家
数
は
四
十
七
戸
減

少
し
て
い
ま
す
。
農
家
の
形
態
で

は
、
兼
業
農
家
が
百
十
七
戸
減
少

し
、逆
に
専
業
農
家
は
三
十
四
戸
、

自
給
的
農
家
も
三
十
六
戸
増
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
兼
業
農
家
の

専
業
農
家
へ
の
転
換
や
農
業
に
従

事
し
て
い
る
人
た
ち
の
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
な
ど
の
理
由
か
ら
自

給
的
な
農
家
へ
移
行
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
十
七
年
の
農
作
物
統
計
に

よ
る
と
、
町
の
耕
地
面
積
は
三
、

八
五
○
謔
。
前
年
数
値
か
ら
す
で

に
三
十
謔
減
少
し
、
遊
休
農
地
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

農
業
所
得
も
減
少
傾
向

平
成
十
六
年
の
農
業
産
出
額

（
粗
生
産
額
）
は
五
十
二
億
円
。

そ
の
う
ち
、
乳
用
牛
や
肉
用
牛
な

ど
の
畜
産
物
は
、
四
十
五
億
三
千

万
円
で
全
体
の
八
七
㌫
を
占
め
て

い
ま
す
。

一
方
、
米
や
野
菜
、
花
き
、
工

芸
農
作
物
（
た
ば
こ
）
な
ど
耕
種

部
門
は
、
六
億
六
千
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

農
業
産
出
額
で
は
、
前
年
の
五

十
億
六
千
万
円
よ
り
二
億
円
増
え

て
い
ま
す
が
、
農
家
一
戸
当
た
り

の
生
産
農
業
所
得
で
み
る
と
、
百

五
十
二
万
二
千
円
で
、
前
年
よ
り

六
十
三
万
八
千
円
減
っ
て
い
ま

す
。＊

自
給
的
農
家
…
経
営
耕
地
面
積
三

十
諱
未
満
、
か
つ
農
産
物
販
売
金
額

五
十
万
円
未
満
の
農
家
の
こ
と

平成16年鐚巻町農業産出額

●耕種（6億7,000万円）

●畜産（45億3,000万円）

資料：平成16年生産農業所得統計
（端数処理をしているため内訳は合計と一致しません）

部　門 農業産出額

野　菜 3億4,000万円

米 1億2,000万円

工芸農作物 １億0,000万円

花　き 5,000万円

果　実 2,000万円

雑穀・豆類 2,000万円

いも類 1,000万円

種苗、苗木類、その他 1,000万円

部　門 農業産出額

乳用牛(生乳含む) 40億9,000万円

肉用牛 2億1,000万円

豚 1億4,000万円

鶏 １億0,000万円
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